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AB-206の 臨 床 的 検 討
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国立霞ケ浦病院内科

AB-206はNalidixic acidの 類 縁 化 合 物 で,住 友 化

学 工 業 株 式 会 社 が 新 し く合 成 した 薬 剤 で あ る。

本剤 の特 徴 は ほ とん どすべ て の グ ラ ム 陰 性 桿 菌 に 対

し,Nalidixic acid, Piromidic acidよ り強 い 抗 菌 力 を

有 し,し か もNalidixic acid耐 性 菌 に 対 し て もす ぐれ

た 活 性 を有 す る と され て い る1)。

構 造式 はFig1の とお りで あ る。 こ の よ うな 待 徴 を

有 す るAB-206に つ い て,国 立霞 ケ浦 病 院 内科 で は尿 路

感 染 症,腸 管 感 染 症,気 道 感 染 症 に つ い て臨 床 的 検 討 を

行 な った の で,以 下 にそ の成 績 を 報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of AB-206

1.対 象ならびに方法

対象は国立霞ケ浦病院内科に入院あるいは通院した患

者,計49例 である。性別は、男性25例,女 性24例 で,

年齢は17歳 か ら71歳 に及んでいる。

投与方法は経 口投与を行ない,投 与量は1日1.0～2.0

gで あ り,投 与 日数は3～14日,総 投与量は4.5～21g

に及 んでいる。

起炎菌について,尿 路感染症では原則として1ml中

10万 個 以上証明されたものを,気 道感染症では純培養

もしくはほとんど純培養で検出できた ものを起炎菌 と

し,腸 管感染症では病原性を有すると思われる菌株を多

数認めたものを検出菌とした。

II.成 績

対象症例を気道感染症,腸 管感染症,尿 路感染症の3

群 に分けて述べる。

気 道 感 染 症 は14例 について検討した(Table1)。

急 性咽頭炎1例(症 例1)は1日19投 与にて,症 状の

消失,他 覚所見の改善を認め,有 効であった。症例2～

12ま で は急性気管支炎である。この群では起炎菌の決

定が困難で,わ ずかに症例3でHaemoPhilus Parainflu-

emaeを ほ とんど純培養で検出した。症例2～8ま では

AB-2061日1.0～2.097日 間投与で自他覚所見 ともに

改善し,治 癒した。前述の症例3は,投 与後もHaemo-

Philus Parainfluemaeは 消失せず細菌学的には無効で

あったが,発 熱,咳嗽,喀 痰などがすべて消失したため臨

床的に有効と判定した。症例8で は投与後5日 目にめま

いが出現し,以 後休薬した。本症例は基礎疾患に高血圧

症もあったが,休 薬後2日 目に症状が消失したため,一

応本剤の副作用 と考えた。症例9～11は 自他覚所見の改

善をみたが,完 全には消失せず,や や有効とした。症例

12はAB-2061.597日 間投与にても症状が消失せず無

効 と判定した。症例13は 慢性気管支炎の症例で,基 礎

疾患として高血圧,肥 満があったが,AB-206投 与で自

他覚所見 とも改善し有効であった。

症例14H.T.17歳,男 。細菌性肺炎(Fig.2),入

院約1週 間前から咳嗽,喀 痰,発 熱(39℃)が 出現,増

強したため当院内科に入院,入 院時左背部に ラ音 を聴

取,喀 痰培養では原因菌は検出できなかった。AB-206

を1日2.Og投 与 したところ4日 目に解熱し,咳 嗽,喀

痰も次第に消失した。入院時赤沈は1時 間値95mm,白

血球数も11,000で あったが,1週 間後は29mm,8,800

と改善し,胸 部レントゲンでも入院時左中肺野に認めた

浸潤影は1週 間後に改善した。寒冷凝集反応は投与前後

とも512倍 の高値を示したが,マ イコプラズマ抗体価は

陰性であった。

腸管感染症21例 を表示する(Table2)。 基礎疾患と

して2例 に高血圧,1例 に胃癌を有するが他に特記すべ

きi基礎疾患はなかった。症例1～19で は,投 与後下痢,

Fig. 2 H. T., 17 yr., Male, Bacterial pneumonia
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腹痛,発 熱などの症状は消失し,有 効と判定した。症例

20は 下 痢,腹 痛などの症状が投与後も軽快せず無効 と

判定した。症例21で は投与後3日 目に腹痛,発 熱は消

失したが,下 痢は投薬期間中ずっと持続 したため無効 と

した。また,便 培養で,症 例19,21にSaZmonellaを

検 出した。

次に尿路感染症14例 を示す(Table3)。 症例1～9ま

では急性で,10～12ま で は慢性である。また,基 礎疾

患を5例 に認めた。症例2,5,9は 尿 より起炎菌を検出

できなかったが,発 熱,腰 痛,尿 所見の異常などの明ら

かな臨床所見を有したので,尿 路感染症に加えた。症例

5は 投与後も一部の臨床症状が残存したためやや有効 と

した。症例1～4,6,7は 単純性尿路感染症で,AB-206

1.0～2.0g投 与にて有効であった。症例8は 発熱,腰 痛

などの症状があり,尿 よりE.coliを106検 出した。本

菌はAB-206に 感受性(MIC 0.39μg/ml)で あったが,

菌 の消失はみられなかった。症例9は 菌陰性 であ った

が,臨 床症状の改善がみられず,無 効 とした。

症例10～12は 慢性尿路感染症例である。症例10は

前立腺癌で入院中,膀 胱炎症状が あ り尿 よ りEntm-

bacterを108検 出,AB-206に 感受性(MIC1.56μg/

ml)を 認めた。投与後症状は消失したがEconに 菌交

代を起こし,や や有効とした。症例11,12は 同一人で,

AB-206 1.59投 与で有効であった。症例13,14は 無

症候性細菌尿の症例である。症例13はSLEで 入院中,

尿 よりE.coli105,Klebsiella104,Enterobacter103

を検出,3菌 ともAB-206に 感受性であったが,投 与後

E.coliは108に 減少,他 の菌は消失したため,や や有効

とした。症例14は 急性腎炎にて入院中,尿 よりE.coli,

mebsiellaを 検出,AB-206を 投与したが投与後2日 目

に嘔気,め まい,倦 怠感を訴え,中 止後2,3日 で消失

したので本剤の副作用 と考えた。

症例3 S.K.21歳,女 。急性腎孟腎炎(Fig.3),

Fig. 3 S. K., 21 yr., Female, Acute pyelonephritis

AB-206 MIC 0.78 ƒÊg/ml

(Disk: NA*, PA*)



VOL. 26 S-4  CHEMOTHERAPY HERAPY 249

急 性 腎 孟 腎 炎 で入 院,入 院 時39.4℃ の熱 を認 め,尿 培

養 でE.coliを108検 出 し た(MIC 0.78μg/ml)。AB-

206 1.0g2日 間投 与 で 解 熱 せ ず,2.09に 増 量 し,第4

病 目 よ り解 熱,第7病 目は 尿 所 見 も正 常化 し,尿 培 養 も

陰 性 で あ った 。

Table4はAB-206の 疾 患 別 効果 で あ る 。気 道 感 染 症

で は,急 性 咽 頭 炎1/1,急 性 気管 支 炎7/11,慢 性 気 管

支 炎1/1,急 性 肺 炎1/1,計10/14に 有 効 で あ った 。腸

管 感 染 症 は19/21に 有 効,尿 路 感 染症 で は,急 性 膀 胱 炎

2/2,慢 性 膀 胱 炎0/1,急 性 腎 孟 腎 炎4/7,慢 性 腎 孟 腎 炎

2/2,計8/12に 有 効 で あ った 。 結 局47例 中37例 に 有

効,有 効 率 は79%で あ っ た。

Table5に 投 与 量 別 の有 効 率 を示 し た。1日 量1.0g

で は60.0%,1.59で は75.0%,2.09で は90.0%で

あ った 。

Table6はAB-206の 起 炎 菌 別 の 効 果 を み た もの で あ

る 。E.conは5/7,Klebsiellaは2/3,Enterobaoter,

Pseudomonasは お の お の1/1に 有 効 で あ った 。 これ ら

12例 の うちE.coli,Entmbacter,Pseudomonasは す

べ て 感 性 で あ り,Kiebsiellaの3例 の うち2例 はMIC

0.39と 感 性 で あ った が,無 効 の1例 はMIC12.5μ9/ml

と耐 性 で あ った 。

副 作 用 に つ い ては 前 述 の よ うに,気 道 感 染 症 のAB-

Table 4 Clinical effects classified by diagnosis

206 2.09投 与 例(気 道感染症症例8)に めまい,尿 路

感染症の1.5g投 与例(尿 路感染症症例14)に 嘔気,め

まい,倦 怠感が出現したが,い ずれも休薬後数日で症状

は消失した。

末梢血液豫はFig.4の よ うに,赤 血球数,血 色素量

および白血球数につ いてAB-206使 用前後で検査をし

た。白血球の減少,赤 血球数および血色素量の減少など

は認められなかった。

肝機能についても本剤使用前後GOT,GPT，Al-Pに

ついて検討を加えた(Fig.5)。1例 にGOT 25か ら48,

A1-P 14.8か ら22.0と 上昇がみられたが,こ の症例は

前立腺癌で治療中の患者であ り,疾 患自体によるものか

本剤の影響が不明である。また1例 でAl-Pが12.0か

ら14.0に 上 昇したが,投 与前から軽度の上昇がみられ

てお り,本 剤によるものかは不明である。

腎機能に関し,血 清 クンアチニソ,BUNな どの推移

を調べた(Fig.6)。1例 でクレアチニン値が1.2か ら

2.2に 上昇したが,こ の例は急性腸炎にて来院,AB-206

投与前より蛋白尿,血 尿を認め,血 清尿酸値も投与前よ

り7.3mg/dlと 高値であり,以 前より軽度の腎機能障害

があったものと思われ,本 剤投与によるものか,疾 患自.

体によるものか不明である。

III.考 察

AB-206は 住友化学工業株式会社が新しく合成した抗

菌剤でグラム陰性菌に対して強い抗菌力を もち,と く

に緑膿菌に抗菌力のある点が重視されてい る。 また,

Nalidixic acid耐 性菌にも活性をもっている。

われわれは本剤を気道感染症,腸 管感染症,尿 路感染

Table 6 Bacteriological effects classifiied

by organisms

Table 5 Clinical effects classified by doses
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症に使用し,前 記のような効果を認めた。疾患別では,

とくに腸管感染症で90%の 高 い有効率を示し,気 道感

染症および尿路感染症でも70%内 外 の有効率であった。

次にやや有効および無効例につき検討する。気道感染

症では,急 性気管支炎でやや有効3例,無 効1例 を認め

た。これらは喀痰より起炎菌の決定はできなかった。こ

れらの症例では投与量が1.0～1.5gと 比較的少量であ

り,増 量により,よ り良い効果が期待できるものと思わ

れる0急 性腎盂腎炎の1例 もE.coliを 検 出,本 剤に感

受性であったが,投 与量1.0gで は無効であった。この

例でも投与量の増量により,さ らに有効率を高め得るも

のと思われる。

起炎菌別効果でも,症 例数が少ないが,E.coli7例 中

5例,Klebsiellaは3例 中2例 に有効であ り,さ らに

1)seudomomsは1例 のみではあるが有効な点,特 記す

べきであろ う。

副作用としてはとくに重篤なものはなく,1例 でめま

い,他 の1例 ではめまい,嘔 気,倦 怠感を訴えたが休薬

後数 日で消失した。検査所見では,肝 機能検査で2例,

腎機能検査で1例 異常を認めたが,こ れらは投与前より

軽度の異常値を示し,本 剤によるものかどうか不明であ

る。また,発 熱,発 疹,疫 痒感,好 酸球増多などのアレ

ルギー症状,所 見はまった くなかった。

以上のように,本 剤は経 口投与が可能で副作用が少な

く,し かもグラム陰性桿菌の感染症に効果を示し,と り

わけPseudomoms感 染症にも有効であった点で,今 後

新しい化学療法剤として注 目すべきものと思われる。

IV.ま と め

AB-206を 以下の感染症に使用し,下 記の結果を得た。

急性咽頭炎1例,急 性気管支炎11例 中7例,慢 性気

管支炎および急性肺炎各1例,急 性腸炎21例 中19例,

急性膀胱炎2例,急 性腎盂腎炎7例 中4例,慢 性腎盂腎

炎2例 に有効で,慢 性膀胱炎には無効であり,計47例

中37例 に有効で有効率は79%で あ った。

起炎菌別効果では,E.coli7例 中5例,Klebsiella3

例 中2例,Pseudomonas, Enterobacter各1例 に有効

であった。

副作用 としてはめまい1例,め まい,嘔 気・倦怠感1

例を認め,検 査所見では肝機能異常2例,腎 機能異常1

例を認めた。

(本研究期間は昭和52年1月 より昭和52年8月 まで

である。)
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AB-206 was used in the treatment of various infections listed below with the following results:
AB-206 was found to be effective in 1 case of acute pharyngitis, 7 out of 11 cases of acute bron-
chitis, 1 case each of chronic bronchitis and acute pneumonia, 19 out of 21 cases of acute colitis,
2 cases of acute cystitis, 4 out of 7 cases of acute pyelonephritis, and 2 cases of chronic pyelonephri-
tis, while it was ineffective for chronic cystitis. As a whole, 37 out of a total of 47 cases responded
to AB-206, giving an efficacy rate of 79%.

When these results were inspected by the causative organisms isolated, AB-206 was active against
5 of 7 strains of E. coli, 2 of 3 strains of Klebsiella and 1 strain each of Pseudomonas and Entero-
bacter.

As the side effects, in 1 case dizziness developed and in another case dizziness, nausea and ma-
laise appeared. Laboratory findings revealed abnormalities of liver functions in 2 cases and those of
the renal functions in 1 case.


